
市
で
は
、
６
月
15
日
か
ら

「
地
区
別
建
築
相
談
会
」
を
実

施
し
ま
す
＝
表
＝
。

今
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
、

震
災
日
と
同
じ
６
月
16
日
午
後

１
時
２
分
こ
ろ
、
佐
渡
沖
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
７
の
地
震
が
発
生
し
た
と

の
想
定
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
す
。

同
訓
練
は
、
大
災
害
が
発
生

し
た
際
に
、
国
や
県
を
は
じ
め

と
し
て
、
周
辺
自
治
体
や
技
術
、

資
材
を
持
っ
た
民
間
企
業
が
一

体
と
な
っ
て
対
応
で
き
る
体
制

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

訓
練
か
ら
始
ま
り
、
陸

上
自
衛
隊
、
県
警
、
消

防
な
ど
の
防
災
関
係
機

関
に
よ
る
18
種
類
の
専

門
的
な
訓
練
を
実
施
し
、

午
後
４
時
に
終
了
し
ま

す
。ま

た
、
地
震
が
起
き

た
午
後
１
時
２
分
に
は
、

市
内
の
４
カ
所
の
事
業

所
で
一
斉
に
サ
イ
レ
ン

35
年
前
の
昭
和
39
年
６
月
16
日
、
午
後
１
時
２
分
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５
の
地
震
が

発
生
。
火
災
、
浸
水
、
家
屋
の
倒
壊
―
―
な
ど
、
本
市
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
新
潟
地
震
を
教
訓
に
、
市
で
は
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
毎
年
防
災
訓

練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
５
年
に
１
度
の
大
規
模
な
防
災
訓
練
の
年
に
当
た
り
、
６

月
16
日
に
鳥
屋
野
潟
南
西
部
（
東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校
前
）
に
お
い
て
、
防
災
関
係
機
関

や
市
民
参
加
に
よ
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

を
つ
く
る
実
践
的
な
訓
練
で
す
。

地
元
の
自
治
・
町
内
会
や
建
設
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、
ガ
ス
・
水
道

供
給
の
各
部
門
の
企
業
の
ほ
か
、

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
を
結
ん
で
あ
る
川
崎
市
、
仙

台
市
、
い
わ
き
市
も
参
加
し
ま

す
。訓

練
当
日
は
午
前
11
時
か
ら
、

は
し
ご
車
試
乗
体
験
、
心
肺
蘇

生
法
・
応
急
手
当
法
体
験
な
ど
、

を
鳴
ら
し
ま
す
。

ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
れ

ば
、
市
や
防
災
関
連
機
関
は
消

火
・
救
援
・
救
助
な
ど
の
活
動

に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
災
害
時
に
は
市
民
の
皆
さ

ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
も
大
切

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
防
災

訓
練
に
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

防
災
課
（
�
内

線
２
４
２
４
）
へ

市
防
災
会
議
（
会
長
・
長
谷

川
市
長
）
で
は
、
本
市
が
進
め

て
い
る
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん

同
相
談
会
は
、
毎
月
２
回
、

市
役
所
で
実
施
し
て
い
る
住
宅

建
築
相
談
を
、
地
区
事
務
所
や

公
民
館
な
ど
に
出
張
し
て
行
う

も
の
。
地
震
に
強
い
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
震

に
強
い
家
や
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
と
補
強
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
専
門
の
職
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

ま
た
、
地
震
と
住
宅
に
つ
い

て
の
ビ
デ
オ
も
上
映
し
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

半内
容

①
木
造
住
宅
の
簡
易
耐

震
診
断
　
※
住
宅
の
図
面
ま
た

は
壁
や
窓
な
ど
が
分
か
る
見
取

り
図
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

②
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
制

度
の
説
明
…
診
断
方
法
、
対
象

住
宅
、
必
要
経
費
、
補
強
方
法
、

ほ
か

③
ビ
デ
オ
上
映
…
地
震
に
強
い

木
造
住
宅
の
建
て
方
、
わ
が
家

の
地
震
対
策
〜
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
学
ぶ
、
ほ
か

④
住
宅
一
般
相
談
…
建
築
計
画
、

公
的
融
資
、
建
築
基
準
法
、
民

法
、
ほ
か

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

市
で
は
、
耐
震
基
準
の
強
化

が
行
わ
れ
た
昭
和
56
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象

に
、
耐
震
診
断
に
か
か
る
経
費

の
２
分
の
１
を
補
助
し
て
い
ま

す
。耐

震
診
断
に
つ
い
て
は
、
専

門
知
識
を
持
つ
耐
震
診
断
士
が

実
際
に
お
宅
を
訪
問
し
、
建
物

今
年
、
本
市
は
市
制
１
１
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は

こ
れ
を
記
念
し
、
新
潟
地
震
を

題
材
と
し
た
特
別
番
組
「
市
民

は
忘
れ
な
い
　
デ
ュ
ー
ク
・
エ

リ
ン
ト
ン
の
微
笑
」
を
６
月
19

日
午
後
４
時
か
ら
同
54
分
ま
で

Ｂ
Ｓ
Ｎ
テ
レ
ビ
で
放
映
し
ま
す
。

新
潟
地
震
の
際
に
は
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
援
助
が
寄
せ
ら

れ
、
復
興
に
立
ち
上
が
ろ
う
と

す
る
市
民
に
と
っ
て
大
き
な
支

え
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
ち
ょ
う
ど
初
来
日
し

て
い
た
ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
・
エ

リ
ン
ト
ン
は
、
地
震
の
惨
状
を

聞
き
、
東
京
で
救
済
コ
ン
サ
ー

に
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
市

地
域
防
災
計
画
を
、

分
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
い
ま
見
直

し
た
い
災
害
へ
の

備
え
」
を
作
製
し

ま
し
た
。

地
域
防
災
計
画

と
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
命
・
財

産
な
ど
を
保
護
す

る
と
と
も
に
、
地

震
・
風
水
害
な
ど

に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、「
震

災
対
策
編
」
と
「
風
水
害
等
対

策
編
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。同

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
地

域
防
災
計
画
の
あ
ら
ま
し
、
災

害
予
防
計
画
、
応
急
対
策
計
画
、

災
害
復
旧
計
画
の
主
な
項
目
な

ど
の
ほ
か
、
災
害
時
の
備
え
や
、

避
難
場
所
の
一
覧
表
な
ど
を
掲

載
し
て
あ
り
、
カ
ラ
ー
印
刷
で

Ａ
４
版
30
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て

あ
り
ま
す
。

あ
す
、
14
日
か
ら
市
役
所
本

館
・
分
館
案
内
、
地
区
事
務
所
、

連
絡
所
に
置
き
ま
す
。
３
月
に

全
戸
配
布
し
ま
し
た
地
区
別
の

防
災
マ
ッ
プ
と
あ
わ
せ
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

防
災
課
（
�
内

線
２
４
２
２
）
へ

ト
を
開
催
。
収
益
金
を
本
市
に

寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
市

は
、
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
エ

リ
ン
ト
ン
に
国
際
親
善
名
誉
市

民
の
称
号
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

番
組
で
は
、
エ
リ
ン
ト
ン
と

新
潟
地
震
に
ま
つ
わ
る
秘
話
を

通
し
て
、
助
け
合
い
の
心
の
大

切
さ
と
復
興
し
た
本
市
の
姿
を

紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

の
耐
震
性
を
判
定
し
ま
す
。

対
象
住
宅
　
①
木
造
の
個
人
住

宅
（
自
己
用
）
②
２
階
建
て
以

下
で
、
延
べ
床
面
積
２
８
０
平

方
�
以
内
③
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の

補
助
額

住
宅
の
延
べ
床
面
積

に
応
じ
、
３
段
階
に
定
め
ら
れ

た
診
断
経
費
（
７
万
円
、
８
万

円
、
10
万
円
）
の
半
額

申
し
込
み
　
市
役
所
本
館
・
分

館
案
内
、
地
区
事
務
所
に
備
え

付
け
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

申
し
込
み
は
が
き
を
、
�
県
建

築
住
宅
セ
ン
タ
ー
（
�
２
８

３
・
０
８
５
１
）
へ

問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

（
�
内
線
３
０
６
０
）
へ

市
で
は
、
保
健
婦
（
士
）
・

看
護
婦
（
士
）
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
雇
用
期
間

は
平
成
11
年
６
月
18
日
か
ら
７

月
30
日
、
勤
務
時
間
は
午
前
８

時
半
か
ら
午
後
５
時
15
分
で
す
。

業
務
内
容

保
健
婦
業
務
補
助

休
日

土
・
日
曜
日
・
祝
日

賃
金

日
給
７
１
０
０
円
〜
７

２
０
０
円

勤
務
場
所

坂
井
輪
地
域
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

応
募
資
格

保
健
婦
（
士
）
・

助
産
婦
・
看
護
婦
（
士
）
免
許

の
い
ず
れ
か
の
所
有
者

募
集
人
数

１
人

申
し
込
み

人
事
課
（
�
内
線

２
０
７
４
）
へ
電
話
連
絡
の
上
、

６
月
16
日
（
必
着
）
ま
で
に
免

許
証
の
写
し
と
履
歴
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
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市役所・保健所�228-1000（代表）
園　芸　セ　ン　タ　ー…286－1034
水　　　　道　　　　局…266－9311
市 民 病 院…241－5151
南地域保健福祉センター…285－2373
坂井輪地域保健福祉センター…260－3255
東地域保健福祉センター…243－5312
中央地域保健福祉センター…266－5172
西地域保健福祉センター…262－3405
北地域保健福祉センター…259－7332
石山地域保健福祉センター…286－4450
中地域保健福祉センター…273－9932

急 患 診 療 セ ン タ ー…228－2822
休日歯科診療センター…283－3030

急患診療（市医師会・県歯科医師会）急患診療（市医師会・県歯科医師会）急患診療（市医師会・県歯科医師会）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
い
ま
見
直
し
た
い
災
害
へ

の
備
え
」

期　日

６・15

６・16

６・17

６・18

６・23

６・24

６・25

６・29

６・30

７・１

７・２

７・７

７・９

会　場

西地区事務所

坂井輪地区事務所

青山コミュニティハウス

関屋地区公民館

北部総合コミュニティセンター

木戸公民館

東地区公民館

中央公民館

中地区事務所

北地区公民館

南地区事務所

シルバーピア石山

石山地区公民館

電話加入権の公売
日時 ６月15日午前10時から
会場 市役所本館501会議室
※入札により公売、買受代金は当日午前
11時半までに現金で納めてください
問い合わせ 納税課（�内線2366）へ

環境月間記念行事 佐潟市民探鳥会
日時 ６月20日午前７時半～午前11時
集合場所 佐潟水鳥・湿地センター前
申し込み 当日直接会場へ　※専用バス
希望者は環境対策課（�内線2731）へ、
先着40人

市福祉公社 ひまわりクラブ指導員募集
試験日・会場 ７月３日・総合福祉会館
試験内容 教養試験、ほか
募集対象 昭和23年９月２日以降に生
まれた保育士、児童厚生員、教員（幼稚
園・小学校）のいずれかの資格または免
許を取得している人５人
採用期日 ９月１日
申し込み ６月18日（郵送の場合は消
印有効）までに所定の申込用紙を同公社
（総合福祉会館内�248-7165）へ

市男女共同参画審議会の傍聴者募集
日時 ６月28日午後１時半～４時
会場 市役所本館301会議室
内容 中間報告素案の検討 定員 10人
申し込み ６月18日（消印有効）までに
往復はがきに審議会名、住所、氏名、電
話番号を記入し、〒951-8550女性政策
課（�内線2092）へ　※応募多数の場
合抽選

幼稚園の保育料を補助
幼稚園児を持つ家庭の経済的負担を軽

くするために、保育料の補助制度があり
ます。この補助は幼稚園が保育料を減免
するという形式で行いますので、幼稚園
に相談の上、手続きをしてください。減
免額については表の通りです。
問い合わせ 各幼稚園、学事課（�内線
3224番）へ

市
立

私
　
立

減免条件（平成11年度市民税額）

市民税が非課税の世帯

市民税所得割が非課税の世帯

市民税が非課税の世帯

市民税所得割が非課税の世帯

市民税所得割額（父母と家計の主宰者

の合計額）が8,800円以下の世帯

市民税所得割額（父母と家計の主宰者

の合計額）が102,100円以下の世帯

減免額（年額）

20,000円

133,000円

101,200円

78,100円

54,900円

市の人口 〈５月末現在〉

人　口　488,497人（＋145）

男　　236,954人 （＋64）

女　　251,543人 （＋81）

世帯数　185,835 （＋276）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

園芸センター 家庭菜園講座
日時 ６月17日午後１時半～３時半
内容 夏野菜の管理、ほか
定員 先着50人
申し込み きょう13日午前９時から電
話で同センターへ


